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昨
年
３
月
１１
日
発
生
し
た
大
地
震
と

大
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

現
地
を
直
接
こ
の
目
で
見
よ
う
と
会

派
・
至
誠
で
陸
前
高
田
市
を
訪
問
。 

同
市
議
会
の
佐
竹
議
員
か
ら
当
日
の

す
さ
ま
じ
い
状
況
と
生
死
を
分
け
た

咄
嗟
の
対
応
な
ど
を
具
に
伺
う
と
共

に
現
地
に
同
行
し
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
め
に
市
街
地
が
あ
っ
た
市

役
所
周
辺
。
「
こ
こ
に
商
店
街
が
ズ
ラ

リ
、
こ
っ
ち
は
住
宅
地
・
・
」
「
元
警

察
署
・
・
署
長
も
亡
く
な
っ
て
」
。
市

役
所
の
対
面
、
教
育
委
員
会
が
入
っ
て

い
た
建
物
も
全
壊
、
教
育
長
初
め
多
く

の
職
員
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た
と
伺
い

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
合
掌
。 

市
長
・
佐
竹
議
員
他
数
名
の
職
員
が
市

役
所
屋
上
に
避
難
。
黒
い
壁
と
な
っ

て
押
し
寄
せ
る
津
波
の
恐
怖
と
衝

撃
。
ど
す
黒
い
水
が
渦
巻
く
中
、
冷

た
い
不
安
な
夜
を
過
ご
す
。
早
朝
余

震
や
津
波
の
再
来
の
恐
れ
の
中
、
も

し
も
の
事
態
を
考
慮
し
幹
部
職
員

を
屋
上
に
残
し
市
長
と
佐
竹
議
員

等
先
発
隊
が
ラ
セ
ン
階
段
を
下
り

ヘ
ド
ロ
と
瓦
礫
の
間
を
な
ん
と
か

高
台
に
た
ど
り
着
き
、
早
速
災
害
対

策
本
部
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。 

そ
の
後
市
長
は
じ
め
不
眠
不
休
の

救
出
活
動
。
（
市
長
夫
人
は
被
災
さ

れ
亡
く
な
ら
れ
た
・
・
合
掌
）
。 

体
育
館
の
青
シ
ー
ト
の
上
に
仮
安

置
さ
れ
た
千
人
超
の
ご
遺
体
の
間

で
身
内
を
探
さ
れ
る
ご
家
族
の
様

子
な
ど
切
実
な
話
の
数
々
。
発
災
か

ら
や
が
て
一
年
が
経
過
し
ま
す
。
復

興
に
は
長
い
時
間
を
要
す
る
と
思

い
ま
す
。
私
達
に
で
き
る
支
援
は

種
々
の
教
訓
を
活
か
す
と
共
に
小

さ
な
絆
で
も
持
ち
続
け
る
事
が
大

切
と
痛
切
に
感
じ
た
研
修
で
し
た
。 

編
集
後
記 

失
礼
の
段
お
許
し
下
さ
い
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
２
月
上
旬
に
地
区

毎
に
議
会
報
告
会
で
ご
意
見
を
伺
い
ま

す
。
最
寄
り
会
場
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

３
月
議
会
で
最
終
結
論
の
予
定 

 

□眞 
 

東
北
被
災
地
訪
問
記
（
そ
の
１
） 

陸
前
高
田
市
の
激
甚
災
害
に
涙 

 

謹
賀
新
年
被
災
地
の
早
期
復
興
を
祈
り
ま
す 

皆
様
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
と
福
島
原
発
大
事
故
は

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
・
常
識
を
変

え
る
ほ
ど
の
大
き
な
教
訓
を
残
し

ま
し
た
。
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
被
災
地
の
復
興
と
早

期
の
原
発
収
束
を
祈
り
ま
す
。 

こ
の
教
訓
を
「
の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱

さ
を
忘
れ
る
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
に

日
頃
か
ら
ご
近
所
同
志
の
絆
の
確

認
や
避
難
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
被

災
地
に
思
い
を
致
す
と
共
に
安

全
・
安
心
の
町
づ
く
り
に
努
力
し
て

行
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。 

元商店街や住宅が立ち並んで
いた中心地。がれきは片づけら
れているが再建の予定は未定 

１２
月
議
会 

災
害
復
旧
費
等 

８
千
２
百
万
円
余
を
補
正 

１２
月
議
会
で
は
「
公
の
施
設
」
の

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
条
例
と

災
害
復
旧
費
や
交
流
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
費
な
ど
８
千
万
円
余
の
補
正

予
算
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
高
速
道
尾
道
・
松
江
線
が
３

月
２４
日
に
吉
田
・
掛
合
イ
ン
タ
ー

ま
で
開
通
す
る
た
め
開
通
記
念
行

事
に
３
百
万
円
。（
開
通
記
念
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
な
ど
）
ま
た
吉
田
町
川

尻
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
「
バ

ス
停
留
所
兼
活
性
化
施
設
」
の
実

施
計
画
作
り
に
５
百
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県
・
雲
南
市

の
南
の
玄
関
口
、
雲
南
地
域
の
活

性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
施

設
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
動
脈
と

な
る
尾
道
・
松
江
線
に
相
応
し
い

将
来
に
耐
え
得
る
施
設
を
計
画
建

設
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

大
万
木
ト
ン
ネ
ル
貫
通 

 
 
近
郷
一
の
長
大
ト
ン
ネ
ル 
 

 尾
道
松
江
線
の
県
境
・
大
万
木
山

を
く
ぐ
る
延
長
約
５
Ｋｍ
の
ト
ン
ネ

ル
が
貫
通
し
ま
し
た
。
１２
月
１９
日

関
係
者
が
最
後
の
貫
通
発
破
。
島

根
広
島
が
ト
ン
ネ
ル
で
結
ば
れ
ま

し
た
。
早
期
の
完
成
・
供
用
開
始

が
待
た
れ
ま
す
。
安
全
第
一
で 

 

トンネル施工の老舗飛島建
設と佐藤工業 両社による
貫通の万歳！と握手。 


